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研究成果の概要（和文）：　上代文学の安定したテキストに統計学的解析を加えた。これまで感覚的にしか記述されて
いなかった和歌の調べなどを客観的に記述することがある程度可能になった。
　たとえば、万葉短歌を例に取れば、多変量解析の手法を用いることによって、山上憶良や防人歌が他の万葉短歌と明
らかに傾向が違うことを論証できた。また、万葉集の原文を解析することによって、歌の書記者が誰であるかを把握で
きるようになった。ただし、まだ推定の部分を出るものが多く、今後の更なる研究が必要である。

研究成果の概要（英文）：I have statistically studied Japanese Ancient Poetry.I have objectively described 
the tone of Manyou-Tanka. I have found the poems of Yamanoue-no-Okura and Sakimori-uta are not common 
among Manyou-Tanka.

研究分野：日本上代文学

キーワード： 万葉集　古典和歌　統計学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究状況 
 研究代表者は、コンピュータの文学研究へ
の利用という点について研究を重ね、その一
端は、『万葉集電子総索引 CD-ROM版』（古
典索引刊行会編、塙書房 2009 年）として結
実した。こうした索引制作はこれまでの研究
方法の上にのっとった、いわばコンピュータ
を研究時間の短縮のための道具として進化
させることであった。 
 
(2) 新しい状況 
 しかし、それは、文学研究におけるコンピ
ュータ利用の新たな方法とはいえない。安定
したテキストが存在するようになった現在、
文学研究におけるコンピュータ利用は時間
短縮の道具から、あらたな状況を模索してい
る段階にあると考え、統計学の文学研究への
導入を考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
(1) テキスト構築 
 安定したテキストの構築とはいえ、「剣・
劍・劔・剱」といった異体字をどのように扱
えばよいのかは大きな問題である。そのため、
上代文学を一つの文字基準のもとに統一し
たテキストを作成することを一つの目的と
した。 
 
(2) メインテキスト、サブテキスト 
 また、その際、依拠するテキストによって、
解析結果が違うことは十分に考えられる。た
めに、メイン・テキストとは別にサブ・テキ
ストを用意することによって、複数のテキス
トをもって解析可能な基盤を構築すること
をもう一つの目的とした。 
 
(3) 統計学的手法の導入 
 そして、この二つのテキストの上に統計学
的解析を加えることによって、これまで主観
的にしか記述されて来なかった、「歌の調子」
を外在化し客観的に記述できるようにする
ことを三番目の目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) ２種類のテキスト構築 
 最初の二つの目的を達成するためには、ユ
ニコードを使用したテキストファイルの構
築が最も有効であり、入力と校正という膨大
な人的リソースが必要な地道な作業を繰り
返すよりない。さらにメインテキストとサブ
テキストを作成するためには、その相違点を
明瞭に把握する必要があり、この点からも二
つのテキスト構築を急いだ。 
 
(2) 統計学的手法の導入 
 ３番目の目的については、当初は手探りの
状態でもあったが、研究の途中から、統計学
の専門家と協働するようになり、よりテキス
トの解析に有効な多変量解析の手法を導入

することになった。具体的には、混合効果モ
デル、1-Class Support Vector Machine、
Sparse Linear Discriminant Analysis など
である。 
 
４．研究成果 
(1) 安定したテキスト 
 『万葉集』、『古事記』、『日本書紀』、『風土
記』については、安定したテキストを構築で
きた。特に万葉集では、おうふう版と塙版の
安定したテキストを解析に使用できるよう
になった。 
 
(2) 混合効果モデルの導入 
 全 31 音から成る短歌について、その母音
を発音する際の舌の動きに着目し、下の高さ
と奥行きが 31 音の中でどのように変化につ
いて、混合効果モデルを用いて、解析した。
母音発音時の舌の高さと奥行きについては
下に図示した。 

 
 その結果、下記のグラフに明らかなように、
万葉短歌全体の遷移に対して、防人歌、東歌、
憶良歌が一般的ではない推移を見せること
が判明し、我々がこれらの歌々を読む時に感
じる違和を外在させることに成功した。 

 
(3) 散文への援用(1) 
 多変量解析の文学への応用は万葉集に留
まらない。『日本書紀』区分論についても、



これまでたびたび指摘のある αβ群につい
て、クラスタ解析を施したところ、以下の結
果を得られた。これまでのαβ群の有用性を
客観的に確かめられ、その有用性は高いとい
えよう。 

 

 
(4) 散文への援用(2) 
 散文への援用はこれに留まらない。『日本
書紀』区分論を発展させ、それぞれの書記者
を具体的に指摘する研究もあるが、はたして
『日本書紀』を形成する２群は少数の人間の
手になるものかどうかを解析した。訓注や歌
などの音仮名の文字種の多さを『万葉集』を
はじめとした他の文献と比較した。結果は以
下の通り。 

 

 図は、スペースの関係で小さいが、『日本
書紀』の突出は看取できよう。『日本書紀』
区分論の基となっている文字の偏差は特定
の個人のものではなく、書記グループの偏差
によると理解すべきであることが判明した。 
 
(5) 筆録者の同定 
 『万葉集』は、歌によっては筆録者が明瞭
な場合がある。これを手がかりに、1-Class 
Support Vector Machine を併用して、万葉歌
全体の中でどの程度一般的でないかという
基準を作り、解析した結果、吉田宜の四首を
はじめ、筆録者を同定することができた。ま
た、巻十四、十五については、大伴家持周辺
の用字圏を想定すること（家持自身を含め

て）に統計学的に齟齬を来さないことも判明
した。 
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